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11月

上田文雄市長（当時）が26年大会の
招致を表明

16年10月 市が26年大会の開催概要計画を発表
11月 経費を4537億円と試算

18年９月 北海道地震発生。市は国際オリン
ピック委員会（ＩＯＣ）に招致断念
を伝え、目標を30年大会に切り替え

19年６月 26年大会がイタリアのミラノ・コ
ルティナダンペッツォに決定

７月 市が経費を3100億～3700億円に圧
縮できるとの見通しを発表

11月 20年東京五輪のマラソン・競歩が
東京から札幌に移転決定

20年１月 日本オリンピック委員会（ＪＯＣ）
が30年大会の国内候補地を札幌市
に決定

21年８月 東京五輪のマラソン・競歩を札幌
で開催。閉幕後、秋元克広市長が
開催概要計画を修正する意向示す

11月29日 札幌市が19年当時から開催経費を
最大900億円削減し、2800億～
3000億円とする修正案を公表

札幌市の冬季五輪招致を巡る経過

2030年以降の大会招致に
関心を示す都市や国

2030年以降の大会招致に
関心を示す都市や国

札幌札幌

ソルトレーク
シティー

ピレネー・
バルセロナ

スペイン
ウクライナ 日本

米国
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命
守
れ
る
教
員
に

災
害
が
起
き
る
前
に
、
本
気

で
対
策
を
考
え
る
こ
と
が
大
事

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
大
川
小

の
児
童
が
避
難
し
た
道
を
他
の

受
講
生
と
一
緒
に
走
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
は
ど
れ
だ
け
怖
か
っ

た
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
教
員

志
望
で
す
。
被
災
者
に
学
び
、

命
が
守
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
。
（
仙
台
市
青
葉
区
・
東
北

福
祉
大
１
年
・
福
田
涼

す
ず

風
か

さ
ん

・

歳
）

津
波

理
解
深
ま
る

実
際
に
訪
れ
て
、
校
舎
を
襲

っ
た
津
波
の
高
さ
と
破
壊
力
だ

け
で
な
く
、
川
や
裏
山
な
ど
の

位
置
関
係
が
分
か
り
、
大
川
小

で
起
き
た
こ
と
に
つ
い
て
の
理

解
が
深
ま
り
ま
し
た
。
裏
山
は

子
ど
も
で
も
登
れ
そ
う
だ
っ
た

た
め
、
事
前
に
避
難
行
動
を
決

め
て
お
く
こ
と
の
重
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。
（
仙
台
市
宮
城
野

区
・
宮
城
教
育
大
１
年
・
遠
山

和
希
さ
ん
・

歳
）

震災発生後、児童たちが集まった校庭で、当時の様子を
説明する佐藤さん‖石巻市の震災遺構大川小

東
日
本
大
震
災
の
伝
承
と
防

災
の
担
い
手
育
成
を
目
的
に
河

北
新
報
社
な
ど
が
開
く
通
年
講

座
「
３
１
１
『
伝
え
る
／
備
え

る
』
次
世
代
塾
」
第
５
期
は

日
、
第
９
、

回
講
座
を
開
い

た
。
児
童

人
と
教
職
員

人

が
犠
牲
に
な
っ
た
石
巻
市
の
震

災
遺
構
大
川
小
を
大
学
生

人

が
訪
れ
、
津
波
で
被
災
し
た
校

舎
と
裏
山
、
敷
地
内
に
７
月
開

設
さ
れ
た
「
大
川
震
災
伝
承
館
」

を
見
学
し
た
。

講
座
は
、
同
校
６
年
の
次
女

み
ず
ほ
さ
ん
‖
当
時

‖
を

亡
く
し
、
語
り
部
活
動
に
取
り

組
む
大
川
伝
承
の
会
共
同
代
表

の
佐
藤
敏
郎
さ
ん

が
講
師

を
務
め
た
。

佐
藤
さ
ん
は
校
舎
を
巡
り
な

が
ら
、
教
室
の
様
子
や
行
事
な

ど
震
災
前
の
学
校
生
活
を
紹
介

し
、
津
波
で
水
没
し
た
２
階
建

て
校
舎
の
被
災
状
況
を
説
明
。

倒
壊
し
て
鉄
筋
が
む
き
出
し
に

な
っ
た
渡
り
廊
下
や
、
泥
で
汚

れ
た
２
階
天
井
な
ど
を
確
認
し

た
受
講
生
に
「
津
波
は
家
や
船
、

車
、
何
万
本
も
の
松
原
な
ど
と

共
に
学
校
を
襲
っ
た
。
水
以
外

も
巻
き
込
む
こ
と
で
破
壊
力
が

増
し
た
」
と
解
説
し
た
。

揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
、
児
童

が
校
庭
に

分
間
待
機
し
、
そ

の
後
、
津
波
に
襲
わ
れ
た
経
緯

を
説
明
。
児
童
が
シ
イ
タ
ケ
栽

培
の
学
習
で
登
っ
て
い
た
裏

山
か
ら
受
講
生
と
共
に
校
舎

を
見
下
ろ
し
、
「
山
は
あ
っ
て

も
命
を
救
え
な
か
っ
た
。
命
を

救
う
の
は
山
に
逃
げ
る
と
い

う
判
断
と
行
動
だ
」
と
強
調
し

た
。川

に
近
い
地
点
へ
と
、
児
童

ら
が
約
１
分
避
難
し
た
経
路
も

案
内
し
た
。
受
講
生
は
道
筋
を

実
際
に
急
ぎ
足
で
た
ど
り
、
避

難
行
動
を
追
体
験
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
「
走
っ
て
く
る

子
ど
も
の
顔
を
想
像
し
て
」
と

呼
び
掛
け
、
「
災
害
は
防
げ
な

い
が
大
勢
が
犠
牲
に
な
る
未
来

は
変
え
ら
れ
る
。
自
分
と
大
切

な
人
を
想
定
に
入
れ
て
防
災
を

わ
が
こ
と
と
考
え
、
事
前
に
で

き
る
こ
と
を
本
気
で
準
備
し
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

講
話
の
後
、受
講
生
か
ら「
震

災
を
語
り
継
ぐ
こ
と
だ
け
で
な

く
、
何
を
す
れ
ば
い
い
か
考
え

た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

佐
藤
さ
ん
は
震
災
当
時
の
児

童
が
「
後
悔
し
な
い
た
め
に
」

と
保
存
を
訴
え
、
遺
構
と
し
て

の
整
備
に
つ
な
が
っ
た
と
紹
介

し
、
「
大
事
な
の
は
行
動
。
思

っ
た
こ
と
は
や
っ
て
ほ
し
い
」

と
若
い
世
代
の
今
後
の
活
動
に

期
待
を
寄
せ
た
。
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抹
メ モ ３１１ 伝える／備
える 次世代塾を運営する推進
協議会の構成団体は次の通り
河北新報社 東北福祉大 仙台
市 東北大 宮城教育大 東北学
院大 東北工大 宮城学院女子
大 尚絅学院大 仙台白百合女子
大 宮城大 仙台大 学都仙台コ
ンソーシアム 日本損害保険協
会 みちのく創生支援機構

受
講
生
の
声

判
断
と
行
動
命
救
う

防
災

本
気
で
事
前
準
備
を
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◇知事選

日 広 島 湯崎 英彦 ④無

◇市長選

７日☆恵 庭 北海道 原田 裕 ④無

神 栖 茨 城 石田 進 ②無

☆射 水 富 山 夏野 元志 ④無 自 公

☆南さつま 鹿児島 本坊 輝雄 ④無

日 都 留 山 梨 堀内 富久 ③無

☆みよし 愛 知 小山 祐 ①無

呉 広 島 新原 芳明 ②無 自 公

☆鳴 門 徳 島 泉 理彦 ④無

観音寺 香 川 佐伯 明浩 ①無

筑 後 福 岡 西田 正治 ②無

霧 島 鹿児島 中重 真一 ②無

奄 美 鹿児島 安田 壮平 ①無

日 福 島 福 島 木幡 浩 ②無 国

☆二本松 福 島 三保 恵一 ④無

日 上 尾 埼 玉 畠山 稔 ②無

◇東京特別区長選

７日 葛 飾 青木 克徳 ④無 自 公

【注】投票日（☆は無投票当選確定日）、氏名、年齢、当

選回数、党派別、推薦・支持政党の順。

又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又

◇ 月の選挙（日付は投票日）

【市長選】５日‖いすみ（千葉）紀の川（和歌山）▽ 日

‖見附（新潟）太宰府（福岡）▽ 日‖相馬（福島）龍ケ崎

（茨城）富士（静岡）竹原（広島）▽ 日‖東久留米（東京）

福
島
・
Ｊ
Ｒ
只
見
線

上
下
分
離
方
式

国
許
可
来
年
運
行
再
開
へ

国
土
交
通
省
は

日
、
２
０

１
１
年
７
月
福
島
・
新
潟
豪
雨

の
被
害
で
不
通
が
続
く
福
島
県

内
の
Ｊ
Ｒ
只
見
線
会
津
川
口
｜

只
見
（

㌔
）
に
つ
い
て
、
県

が
線
路
や
駅
舎
を
保
有
し
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
が
運
行
を
担
う
「
上

下
分
離
方
式
」
の
採
用
を

日

付
で
許
可
す
る
と
発
表
し
た
。

復
旧
工
事
が
進
ん
で
お
り
、

年
の
運
行
再
開
を
目
指
し
て
い

る
。只

見
線
は
橋
な
ど
が
流
さ

れ
、
会
津
川
口
｜
只
見
は
バ
ス

に
よ
る
代
行
運
転
が
行
わ
れ
て

い
る
。

Ｊ
Ｒ
東
は
利
用
者
が
少
な
い

と
し
て
バ
ス
へ
の
転
換
を
主
張

し
た
が
、地
元
が
存
続
を
要
望
。

県
と
Ｊ
Ｒ
東
は

年
、
上
下
分

離
方
式
を
採
用
す
る
基
本
合
意

を
締
結
し
た
。

只
見
線
は
会
津
若
松（
福
島
）

｜
小
出
（
新
潟
県
）
を
結
ぶ
１

３
５
㌔
の
路
線
。
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恨

全日本空輸（ＡＮＡ）は 日、保有

する欧州航空機大手エアバスの超大型

機「 」全機を成田空港に並べて

報道陣に公開した。３号機はフランス

の製造工場から 月に到着していた

が、駐機場の関係などで３機そろって

のお披露目は初めて。

はハワイ路線専用機で、現地

で神聖な生き物とされる「ウミガメ」

の塗装を施している。ＡＮＡは新型コ

ロナウイルス収束後の海外旅行需要回

復の起爆剤として期待するが、新たな

変異株「オミクロン株」の発生で先行

きは不透明となっている。

ウミガメ収束に期待込める ＡＮＡ 超大型機公開

報
道
陣
に
公
開
さ
れ
た
全
日
本
空
輸
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
が
保
有
す
る

３
機
の
エ
ア
バ
ス
「
Ａ
３
８
０
」
‖
29
日
午
後
、
成
田
空
港

札幌オリンピックミュージアム前に設
置されている五輪マーク。奥は大倉山
ジャンプ台‖ 日、札幌市

２
０
３
０
年
冬
季
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
を
目
指
す

札
幌
市
は

日
、
経
費
を
最
大

で
全
体
の
２
割
強
に
当
た
る
９

０
０
億
円
減
ら
し
、
総
額
２
８

０
０
億
〜
３
千
億
円
と
す
る
開

催
概
要
計
画
の
修
正
案
を
公
表

し
た
。
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
経
費
増
を
受
け
、
負

担
を
敬
遠
す
る
市
民
感
情
を
考

慮
し
た
。
秋
元
克
広
市
長
は
同

日
夕
の
記
者
会
見
で
「
修
正
案

で
か
な
り
不
安
を
払

ふ
っ

拭
し
ょ
く

で
き

る
」
と
強
調
し
た
。

札
幌
市
は

年
に
総
額
３
１

０
０
億
〜
３
７
０
０
億
円
と
公

表
し
て
い
た
。
う
ち
２
３
０
０

億
円
だ
っ
た
運
営
費
は
修
正
案

で
２
千
億
〜
２
２
０
０
億
円

に
、
８
０
０
億
〜
１
４
０
０
億

円
と
幅
を
持
た
せ
て
い
た
会
場

改
修
な
ど
の
施
設
整
備
費
は
８

０
０
億
円
に
抑
え
た
。

運
営
費
は
チ
ケ
ッ
ト
や
ス
ポ

ン
サ
ー
か
ら
の
収
入
で
賄
い
、

市
は
負
担
し
な
い
計
画
。
施
設

整
備
費
の
う
ち
４
０
０
億
〜
６

０
０
億
円
と
し
て
い
た
市
負
担

は
４
５
０
億
円
に
見
直
し
た
。

冬
季
五
輪
は
巨
額
の
開
催
経

費
か
ら
世
界
的
に
招
致
熱
が

冷
え
込
み
、

年
大
会
の
開
催

地
は
札
幌
が
有
力
視
さ
れ
て

い
る
。
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
か
ら
も
既
存

施
設
の
活
用
を
勧
め
ら
れ
、
会

場
を
集
約
し
て
数
を
減
ら
し

た
。開

閉
会
式
を
行
う
札
幌
ド
ー

ム
を
除
き
、

年
に

カ
所
と

し
て
い
た
競
技
会
場
数
は

カ
所
に
。
一
部
競
技
は
北
海
道

帯
広
市
や
ニ
セ
コ
地
区
、
長
野

市
で
行
う
。
五
輪
の
た
め
だ
け

の
新
設
は
し
な
い
と
し
て
い

る
。１

９
９
８
年
の
長
野
冬
季
五

輪
で
は
、
招
致
段
階
の
試
算
で

施
設
整
備
費
が
１
２
０
０
億

円
、
運
営
費
が
７
６
０
億
円
だ

っ
た
。
競
技
会
場
で
新
設
が
多

か
っ
た
長
野
と
比
べ
、
施
設
整

備
費
は
札
幌
の
方
が
少
な
い
見

通
し
。

札
幌
市
は

年
に

年
大
会

の
招
致
を
表
明
し
、

年

月

に
経
費
を
総
額
４
５
３
７
億
円

と
試
算
。

年
９
月
、
北
海
道

地
震
で
断
念
し
、

年
大
会
の

招
致
に
変
更
し
た
。
来
年
３
月

に
も
北
海
道
全
域
を
対
象
に
招

致
の
是
非
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
さ
ら
に
計
画
を
修

正
す
る
。

年
冬
季

市
が
計
画
修
正
案

２
０
３
０
年
冬
季
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
を
目
指
す
札
幌
市
は
、
巨
額
の
開
催
経
費

を
嫌
う
世
界
的
な
流
れ
の
中
、
有
力
な
ラ
イ
バ
ル
が
不
在
で
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ

Ｏ
Ｃ
）
か
ら
開
催
地
と
し
て
本
命
視
さ
れ
て
い
る
。
市
は
五
輪
を
機
に
地
域
活
性
化
を
も
く
ろ

む
が
、
３
千
億
円
以
下
と
す
る
経
費
は
あ
く
ま
で
試
算
に
す
ぎ
ず
、
開
催
し
て
赤
字
が
大
き
く

な
れ
ば
、
国
民
負
担
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
る
。

有
力
ラ
イ
バ
ル
不
在

本
命
視

赤
字
な
ら
国
民
負
担
の
恐
れ

■
打
ち
上
げ
花
火

「
観
光
地
と
し
て
知
名
度
は

高
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
産
業

が
衰
え
る
。ど
ー
ん
と
投
資
し
、

雇
用
を
つ
く
り
た
い
」
。
市
幹

部
は
五
輪
に「
打
ち
上
げ
花
火
」

と
し
て
の
役
割
を
期
待
す
る
。

招
致
の
背
景
に
は
人
口
減
へ

の
危
機
感
が
あ
り
、
１
９
７
万

人
か
ら
今
後
、
少
子
高
齢
化
で

年
に
は
１
４
３
万
人
に
な
る

と
試
算
さ
れ
る
。

１
９
７
２
年
、
ア
ジ
ア
初
の

冬
季
五
輪
開
催
地
と
な
っ
た
際

は
地
下
鉄
の
一
部
や
道
路
を
整

備
。
市
は
今
回
も
北
海
道
新
幹

線
の
札
幌
延
伸
な
ど
を
機
に
国

の
財
政
支
援
や
民
間
投
資
を
呼

び
込
み
、再
開
発
す
る
考
え
だ
。

■
来
年
に
も
決
定

年
以
降
の
冬
季
五
輪
招
致

に
興
味
を
示
す
ピ
レ
ネ
ー
・
バ

ル
セ
ロ
ナ
（
ス
ペ
イ
ン
）
は
国

際
大
会
の
開
催
経
験
が
乏
し

く
、

年
夏
季
五
輪
の
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
招
致
に
成
功
し
た
米
国

は
、
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー

開
催
の
目
標
を

年
か
ら

年

大
会
に
変
更
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
９
月
、
招

致
の
意
向
を
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
伝
達
し

た
ば
か
り
だ
。

Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
選
定
の
仕
組
み
を

大
幅
に
変
更
し
、
決
定
は
原
則

７
年
前
と
し
て
い
た
規
定
を
撤

廃
。
興
味
を
示
す
候
補
と
個
別

に
対
話
し
な
が
ら
、
有
力
都
市

を
早
め
に
確
保
す
る
方
法
に
変

更
し
て
お
り
、
決
定
時
期
は
ま

だ
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

た
だ
、
リ
ス
ク
を
嫌
う
Ｉ
Ｏ

Ｃ
に
と
っ
て
札
幌
は
手
堅
い
選

択
肢
と
言
え
そ
う
で
「

年
は

札
幌
で
決
ま
り
」
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委

員
）
と
の
見
方
も
。
日
本
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）

関
係
者
は
「
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
来
年
中

に
決
め
た
が
っ
て
い
る
」
と
証

言
す
る
。

懸
念
は
世
論
だ
。
東
京
大
会

は
反
対
意
見
が
目
立
ち
、
Ｉ
Ｏ

Ｃ
の
バ
ッ
ハ
会
長
へ
の
風
当
た

り
も
強
か
っ
た
。
大
会
終
了
３

カ
月
足
ら
ず
で
の
札
幌
の
修
正

案
公
表
に
、
関
係
者
か
ら
「
時

期
尚
早
」
と
反
発
を
危
ぶ
む
声

も
出
た
。

■
収
入
面
に
不
安

東
京
大
会
は
原
則
無
観
客
に

な
り
、
約
９
０
０
億
円
と
見
込

ま
れ
た
チ
ケ
ッ
ト
収
入
の
大
半

が
消
滅
、
大
幅
な
赤
字
は
避
け

ら
れ
な
い
。
招
致
段
階
の
計
画

で
は
赤
字
は
都
が
穴
埋
め
し
、

さ
ら
に
国
が
財
政
保
証
し
て
い

た
。た

だ
財
政
保
証
を
含
め
、
札

幌
市
と
国
の
間
で
、
五
輪
関
連

の
協
議
は
具
体
的
に
始
ま
っ
て

い
な
い
。
国
は
地
元
側
の
負
担

を
基
本
に
開
催
計
画
を
練
る
べ

き
だ
と
の
姿
勢
で
、
あ
る
政
府

関
係
者
は
「
自
分
た
ち
で
や
る

ん
だ
と
い
う
気
持
ち
で
、
国
に

依
存
し
な
い
覚
悟
が
不
可
欠

だ
」
と
く
ぎ
を
刺
す
。

ス
ポ
ン
サ
ー
収
入
見
込
み
は

年
当
時
の
１
１
０
０
億
円
か

ら
、
修
正
案
で
は
８
０
０
億
〜

１
千
億
円
に
減
ら
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
い
、
東
京
大
会
で
期
待
し

た
宣
伝
効
果
が
な
か
っ
た
企
業

の
五
輪
離
れ
も
懸
念
さ
れ
る
。

「
気
持
ち
が
冷
え
込
ん
で
お
り
、

本
当
に
集
ま
る
か
」
。
あ
る
市

幹
部
は
不
安
げ
に
明
か
し
た
。

気
候
非
常
事
態

自
治
体
宣
言

昨
年
の
３
倍
超

気
候
の
危
機
に
向
き
合
い
、

温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
決
意

を
示
す「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」

を
し
た
国
内
の
自
治
体
が
少
な

く
と
も

（
５
都
県
・

市
町

村
）
あ
る
こ
と
が

日
、
共
同

通
信
の
調
査
で
分
か
っ
た
。
異

常
気
象
へ
の
危
機
感
を
反
映

し
、
昨
年
９
月
時
点
の
２
県
・

市
町
村
か
ら
１
年
余
で
３
倍

超
に
急
増
。
最
近
は
隣
接
す
る

市
町
村
や
、
ま
と
ま
っ
た
地
域

の
「
共
同
宣
言
」
が
増
え
て
い

る
の
が
特
徴
だ
。

「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ

の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
連
携
し

て
取
り
組
み
た
い
」
。
今
年

月
中
旬
、
熊
本
県
の

市
町
村

の
住
民
や
企
業
が
参
加
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
熊
本
市
の
大

西
一
史
市
長
が
力
を
込
め
た
。

熊
本
市
な
ど
こ
の

市
町
村
は

３
月
、
地
球
温
暖
化
対
策
推
進

法
に
基
づ
く
実
行
計
画
を
共
同

策
定
。
「
一
丸
と
な
っ
て
行
動

す
る
」
と
の
「
熊
本
連
携
中
枢

都
市
圏
気
候
非
常
事
態
宣
言
」

を
盛
り
込
ん
だ
。

「
一
緒
に
啓
発
を
行
い
、
関

連
施
策
の
情
報
交
換
を
し
て
い

く
。
将
来
は
地
域
全
体
で
生
産

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由

来
の
電
力
を
融
通
し
合
う
こ
と

も
目
指
し
た
い
」
。
事
務
局
で

あ
る
熊
本
市
の
担
当
者
は
語

る
。

市
町
村
の
特
徴
や
課
題
は

さ
ま
ざ
ま
だ
。
人
口
が
集
中
す

る
熊
本
市
や
工
業
団
地
が
あ
る

菊
陽
町
、
森
林
が
多
い
山
都
町

…
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
登
壇
し

た
熊
本
大
の
鳥
居
修
一
教
授

（
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
）は
「
自

治
体
が
補
完
し
合
っ
て
脱
炭
素

に
向
か
う
取
り
組
み
は
、
ほ
か

の
地
域
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な

る
の
で
は
」
と
期
待
す
る
。

東
北
で
は
岩
手
県
の
ほ
か
宮

古
市
、
陸
前
高
田
市
、
岩
手
県

矢
巾
町
、東
松
島
市
、仙
北
市
、

山
形
県
飯
豊
町
、
郡
山
市
が
宣

言
し
て
い
る
。
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賃
上
げ
税
制
優
遇
拡
充

自
民
税
調

既
存
従
業
員
に
手
厚
く

新
規
上
場
の
件
数

年
ぶ
り
高
水
準

今
年
の
国
内

日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ

Ｐ
Ｘ
）
は

日
、
２
０
２
１
年

の
国
内
株
式
市
場
へ
の
新
規
株

式
公
開
（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
件
数
が
前

年
よ
り

社
多
い
１
３
７
社
に

な
る
と
の
見
通
し
を
発
表
し

た
。
２
年
連
続
の
増
加
で

年

以
来

年
ぶ
り
の
高
水
準
と
な

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流

行
に
よ
り
、
上
場
を
今
年
に
延

期
し
た
企
業
が
多
い
こ
と
が
要

因
と
い
う
。

東
京
証
券
取
引
所
の
新
興
企

業
向
け
市
場
、
マ
ザ
ー
ズ
へ
の

上
場
は

社
に
な
る
見
通
し

で
、
市
場
開
設
以
来
最
高
に
な

る
。
初
値
に
基
づ
く
時
価
総
額

は
、

月
に
東
証
１
部
に
上
場

し
た
医
療
機
器
を
手
掛
け
る
Ｐ

Ｈ
Ｃ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
東

京
）
の
約
３
８
３
７
億
円
が
最

大
だ
っ
た
。
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自
民
党
税
制
調
査
会
は

日
、
会
合
を
開
い
て
２
０
２
２

年
度
税
制
改
正
に
向
け
た
議
論

を
続
け
た
。
焦
点
の
賃
上
げ
税

制
で
は
大
企
業
が
優
遇
措
置
を

受
け
ら
れ
る
対
象
を
、
新
規
雇

用
者
の
賃
金
総
額
を
増
や
し
た

場
合
か
ら
、
継
続
し
て
雇
用
さ

れ
て
い
る
既
存
の
従
業
員
の
賃

金
総
額
を
増
や
し
た
場
合
に
変

更
す
る
こ
と
を
検
討
。
岸
田
文

雄
首
相
が
求
め
る
一
人
一
人
の

賃
上
げ
に
向
け
、
既
存
従
業
員

に
手
厚
く
な
る
よ
う
制
度
を
拡

充
す
る
。

与
党
内
に
は
、
新
規
と
継
続

を
合
わ
せ
た
全
雇
用
者
の
賃
金

総
額
を
引
き
上
げ
た
場
合
を
対

象
と
す
べ
き
だ
と
の
意
見
も
あ

り
、
今
後
の
調
整
の
焦
点
と
な

り
そ
う
だ
。

賃
上
げ
税
制
の
強
化
は
岸
田

政
権
が
掲
げ
る
分
配
政
策
の

柱
。
中
小
企
業
向
け
の
優
遇
措

置
は
現
在
も
全
雇
用
者
が
対
象

と
な
っ
て
い
る
が
、
大
企
業
向

け
に
つ
い
て
は

年
度
の
税
制

改
正
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
に
よ
る
就
職
難
を
防
ぐ
た

め
、
採
用
で
新
規
雇
用
者
を
増

や
す
な
ど
し
て
支
給
額
が
増
え

た
場
合
に
適
用
す
る
形
に
変
更

し
て
い
た
。

３
％

超
賃
上
げ

前
向
き
な
姿
勢

経
団
連
会
長

経
団
連
の
十
倉
雅
和
会
長
は

日
、
東
京
都
内
で
講
演
し
、

岸
田
文
雄
首
相
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
で
落
ち
込
ん
だ
業

績
が
回
復
し
た
企
業
に
対
し
て

３
％
を
超
え
る
賃
上
げ
へ
の
期

待
を
表
明
し
た
こ
と
に
、
前
向

き
な
姿
勢
を
示
し
た
。
「
ス
タ

ン
ス
と
し
て
、
で
き
る
と
こ
ろ

は
大
い
に
や
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
、
期
待
に
ぜ
ひ
応
え
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。
経
団
連
が

来
年
１
月
に
ま
と
め
る
経
営
側

の
春
闘
方
針
文
書
に
こ
う
し
た

意
向
を
盛
り
込
む
と
い
う
。

一
方
、
十
倉
氏
は
政
府
が
経

済
界
に
一
律
に
賃
上
げ
を
要
請

し
た
わ
け
で
は
な
い
と
説
明
。

「
賃
金
決
定
の
大
原
則
は
国
内

外
の
事
業
環
境
な
ど
を
踏
ま

え
、
個
社
が
そ
れ
ぞ
れ
に
決
め

て
い
く
こ
と
だ
」と
強
調
し
た
。

就
活
ル
ー
ル

現
行
を
維
持

政
府
は

日
、
就
職
活
動
日

程
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会

議
を
開
き
、
２
０
２
４
年
に
卒

業
す
る
学
生
の
就
活
ル
ー
ル
に

つ
い
て
、
広
報
活
動
を
３
月
以

降
、
採
用
選
考
活
動
を
６
月
以

降
、
内
定
を

月
以
降
と
す
る

現
行
日
程
を
維
持
す
る
こ
と
を

決
め
た
。

年
卒
業
の
学
生
に

つ
い
て
も
、
急
激
な
ル
ー
ル
変

更
は
学
生
の
混
乱
を
生
じ
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
、
現
行
の
日
程
を
維
持
す
る

方
向
だ
。

経
団
連
に
代
わ
っ
て
政
府
が

ル
ー
ル
設
定
す
る
の
は
今
年
で

４
年
目
と
な
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
配
慮

し
、
多
様
な
通
信
手
段
を
活
用

し
た
面
接
や
柔
軟
な
日
程
設
定

な
ど
に
加
え
、
採
用
の
手
控
え

に
よ
る
「
就
職
氷
河
期
世
代
」

を
生
ま
な
い
よ
う
、
必
要
に
応

じ
て
企
業
側
に
要
請
す
る
方
針

だ
。
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